
氷ノ山の蛾類について( 補遺)

氷ノ山の蛾類についてすでに 3 回にわたって報告し
たが、その後新しく採集したものや従来の標本中種名
の判明したものがかなりにできたので、ここに補遺と
して報告する。各科ごとに種に付けた番号は前報に続
く一連のものである。
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A G A R I S T I D A E  トラガ科
1. Asteropetes noctuina Butler ヒメトラガ
多紀郡小金岳でも採集しているが氷上郡からは未知

で、あまり多くないものである。

2. Seudyra subflava Moore トピイロトラガ
本科では、外にS e udyra venusta L eech ペニモシ
トラガをヤガ科に含めて記録している( 第 1報)。 ζの
両者は普通種である o

N O C T U I D A E ヤガ科
153. Apatele jankowskii Oberthur クロフケシモ

(  =  Acronycta) シ 山地性と思われる。

154. Cranionycta oda de Lattin 
ネジロ V マケシモシ( 杉氏新称〕

1古1♀、 23. vii. 19570 杉繁郎氏によって同定され
た。本種は1949年にウスリーから記載されたもので、
日本未記録種である。m ; 報のニヅゴウケ y モシに似て
いるが、やや小形で、斑紋が多少異っている。横行の
奥の谷で 2頭採集したのみである。

山 本 義 丸

160. Jaspidia senex B ut1er クロモシコヤガ
本州・九州の山地に産するが、少ない。

以上のヤガのうち、 (155) 以外のものは氷上郡地方か
らは未知である。

161. Catocala iulminea xarippe Butler 
ワモシキV タパ

L  Y M A N T R I I D A E  ドクガ科
10. Arctornis kumatai Inoue スカジドクガ
11. Chibidokuga nigra Hampson チピドクガ

N O T O O O N T I D A E  シャチホコガ科
33. Mesophalera sigmata Butler 

クロジタジヤチホゴ

G E O M E T R I D A E  シヤクガ科
126. Racotis boarmiaria japonica Inoue 

ホジミス U エダV ヤク
1古， 16，viii. 1955 0 イシド・ニューギニア地方にま
で分布する暖地性の種で、四国・九州には多いが本州
での記録は稀である。一見、ナミスジヱダジヤクに似
ている。
127. Antipete1ia  rivulosa Butler 

コトピスジエダジヤク
1♀， 23. vii. 1957; 1  O  ， 22. vii. 1958。本州に産

するがあまり多くない。福島県東山、埼玉県三峯山、
奈良県初瀬、兵庫県柏原町等の記録がある。

155. G erbathodes pau戸 ra Staudinger I  128. Rhyncl油 apta flaviceps B ut1er 
V ロ フヒメケシモシ " 7 エキオエダジヤク

山地性のあまり多くない穫であるが、氷上郡の妙高 I 129. Bapta bimaculata subnotata Warren 
山にも 1頭の記録がある。 1 ブタホνジロエダジヤク
156. Cryphia griseola Nagano 

( =  Bryophila) ノ、ィイロキノコ守トウ
山地性のようで、あまり多くない。

157. Cryphia assimi1is  Warren 
本州・九州の山地に産するが、少い種である。

158. Cosmia sanguinea Sugi ヒイロキりガ
( =臼lymnia)

1955年記載された、山地性であまり多くないもので
ある。

130. Parabapta clarissa Butler 
ウスアオエダ乙/ ヤク

131 .恥fyrteta conspersaria Leech 
ホtノスジジロエダνヤク

1♀， 6. vii. 19560 潟東から近畿地方の山地に分布
する稀な麓であるという。
132. Ligdia japonaria L eech 

v ロスジヒメエダジヤク
133. Ninodes splendens Butler 

159. Jaspidia atrata Butler 
(  =  Lithac吋 ia)

あまり多くない穫である。

ピロウドゴヤガ i ウチムラサキヒメヱダジヤク
134. Triphosa sericata sericata Butler 

マエモシクスグロオオナミ V ヤク
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1  O  ， 6. vii. 1956。大形のナミジヤクで、山地性の
少い種である。
135. Chloroclystis hypopyrrha West 

マダラアオナミジヤク
1♀， 6. vii. 1956。埼玉県三峯山、鳥取県大山、福
岡県彦山など本州・九州の山地に産するが少い種であ
る。筆者は大台ケ原山及び丹波長老ケ岳でも採集して
し、る o

136. Perizoma minimata Staudinger 
キオピカパスジナミジヤク

1♀， 23. vii. 1957。本州・九州の山地に産する小
形の種類で、多くないようである。

137. Venusia phasma 訊ltler ナナスジナミジヤク

138. Hydrelia testaceata D onovan 
キスジハイイロナミ vヤク

1♀， 22. vii. 19570  日本からヨーロツパにわたっ
て分布するが、寒地・山地性である。
上記V ヤクガのうち、 (126)，(131)，(134)--(138)の

各種は氷上郡地方よりは未知である。

(415ページより)
Acropomidae ホタルジヤコ科

0143. Acropoma japonicum G U N T H E R  
ホタノレジヤゴ( はらんぼ) 打瀬網、ぶり網、

P Y R A L I D I D A E  メイガ科
43. Phostria harutai Inoue トチノメイガ
本州・力州の山地に産し、幼虫はトチの葉に付くと
いう。氷上郡からは未知である。

44. E ndotricha icelusalis Walker 
オオワスベニトガリメイガ

H E P I A L I D A E  コウモリガ科
1. Phassus signifer Walker キマダラゴワモリ
以上 4 回の報告を通じて記録した総数464種のうち、

氷上郡地方からは採集きれていないものが 105種を数
え、標高から考えて当然のことながら、氷ノ山が高地
・寒地性の種類に富んでいることを明瞭に示してい
る。これらの種は氷上郡では採集することの期待でき
ないものが多い。特に本報のネジロジマケシモシは日
本未記録のものであり、第二報に記録したヲスムラサ
キケシモシは北海道から知られるのみで、本州として
はまだ他に記録がない。氷ノ山や扇ノ山は将来の調査
によってさらに多くの注目をひく穫が採集されること
であろう。

151. .  Epinephelus epistictus ( T E M M悶 C K et 
SCHLEGEL) コモシノ、タ

打瀬網、くずし材料
トローノレ、くずし材料 152. Epinephelus septemfasciatus ( T H U N B E -
Histiopteridae カワピシヤ科 R G )  マハタ( たかすます)

144. Histiopterus typus T E附剖C K et SCH- I  打瀬網、 トローノレ、煮物、糊
L E G E L  カワビ V ヤ( さんばそう) I  153. Niphon spinosus C U V I E R  et V A L E N C I -

トロール、煮物 E N N E S  アラ
Serranidae スズキ科 I  0154. Chelidoperca hirundinacea (CUVIER et 

145. Lateolabrax japonicus (CUVIER et V A L  I  V A L E N C I E N N E S  ヒメゴダイ
ENCIENNES) スズキ( すずき) すずき網、| トローノレ、くずし材料
突き、 トロール、刺身 155. Sayonara satsumae ] O R D A N  et S E A L E  

0146. Doderleinia berycoides (HILGENDORF) カスミサクラダイ
アカムヅ、 トロール、煮物 156. Tosana niwae S M I T H  et P O P E  

147. Glaucosorna burgeri R I C H A R D S O N  ヒメハナダイ
アオパダイ、 トロール、刺身、煮物 157. Sacura margaritacea ( H I L G E N D O R F )  

1必. Epinephelus chlorostigma ( ∞V I E R  et I  ナクラダイ
V A L E N C I E N N E S )  ホワセキハ夕、煮物 158. Zalanthias azumanus (JO R D A N  et RIC -

149. Epinephelus akaara ( T E M M I N C K  et SC- I  H A R D S O N )  アズマハナダイ
H L E G E L )  キジハ夕、煮物 I0159. Caprodon Iongimanus G U N T H E R  

150. Epinephelus fario ( T H U N B E R G ) ホV ハタ| アイアカイサキ、 トロール、煮物
( あとます ) 夜突き、煮物、刺身 ( つづく )
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